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第
１
０
２
回 

 

「
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
」
と
い
え
ば 

 
 

 
 

 
※
２
０
２
５
年
６
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

  

「
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
」
と
い
え
ば
、

膨
大
な
興
業
収
入
を
稼
ぐ
ハ
リ
ウ
ッ
ド

映
画
の
大
作
を
指
す
。
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監

督
の
「
ジ
ョ
ー
ズ
」（
１
９
５
７
年
）
が

そ
の
概
念
を
一
般
化
さ
せ
た
記
碑
的
作

品
と
さ
れ
る
▲
今
で
は
巨
額
の
売
り
上

げ
の
新
薬
や
多
数
の
入
場
者
を
見
込
め

る
可
能
性
の
あ
る
大
型
展
覧
会
に
も
使

わ
れ
る
。
元
々
は
軍
事
用
語
で
一
つ
の
町

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
大

型
爆
弾
を
指
し
た
。
バ
ス
タ
ー
は
「
破
壊

す
る
物
」
を
意
味
す
る
俗
語
と
い
う
▲

年
前
に
米
軍
が
日
本
各
地
の
空
襲
に
使

っ
た
２
㌧
爆
弾
も
そ
の
一
つ
だ
。
ジ
ョ
ー

ズ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
、
人
気
の
大
阪

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
は
７
月
の
大
阪
空
襲
の
際
、

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
で
吹
き
飛
ば

さ
れ
た
工
場
の
跡
地
に
あ
る
▲
さ
ら
に

大
型
化
さ
れ
た
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
は

頑
丈
な
地
下
豪 ご

う

（
バ
ン
カ
ー
）
を
破
壊
す

る
目
的
で
開
発
さ
れ
た
。
米
軍
が
持
つ
最

新
型
は

㌧
級
で
通
常
爆
弾
で
は
最
大
。

地
下

㍍
ま
で
貫
通
し
て
爆
発
す
る
と

い
う
▲
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
衝
突

で
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
こ
の
爆
弾
の

使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
イ
ラ
ン
に
譲
歩

を
迫
っ
て
い
る
。
攻
撃
計
画
を
承
認
し
た

と
い
う
報
道
も
あ
る
。
イ
ラ
ク
の
地
下
核

施
設
を
破
壊
で
き
る
武
器
は
他
に
は
な

く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
が
攻
撃
を
強
く
働
き

か
け
て
い
る
と
い
う
▲
だ
が
、
攻
撃
は
格



 2 / 2 

 

 汚
染
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
米
軍
参
入

で
危
機
が
広
が
る
恐
れ
も
あ
る
。
国
際
社

会
の
大
半
は
外
交
交
渉
に
よ
る
危
機
回

避
を
望
ん
で
る
の
で
は
な
い
か
。
ブ
ラ
フ

（
は
っ
た
り
）
か
本
気
か
。「
戦
争
嫌
い
」

の
票
も
あ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の
本
質
が
問

わ
れ
る
土
壇
場
の
デ
ィ
ー
ル
で
あ
る
。 

 


